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  令和７年の交通事故死者は38人で、前年と比較して９人減少（－19.1％）した。
　高齢者（65歳以上）の交通事故死者数は23人で、前年と比較して３人減少（－11.5％）したものの、全死者数の
60.5％を占めた。
　歩行者事故の死者数は15人で、前年と比較して２人増加（＋15.4％）し、全死者数に占める割合も、前年と比較
して11.8％増加した。
　令和６年中は発生が無かった飲酒運転による交通死亡事故が１件発生した。
　このため、県警察では、歩行者優先意識の更なる向上を図るほか、高齢者に対する交通安全教育の推進や反射材
用品着用の広報啓発、ドライバーに対する速度抑制や適度な緊張感の保持に向けた交通指導取締りの強化などによ
り、交通死亡事故抑止に向けた取組を推進している。
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《 目標 》 40 人以下 ⇒ 《 結果 》 38

　令和７年中における刑法犯認知件数は11,283件で、前年と比較して102件減少（－0.9％）している。窃盗犯は
7,159件で、前年と比較して63件増加し、詐欺は1,220件で、前年と比較して49件増加している。
　特殊詐欺の認知件数は404件で、前年と比較して30件増加（＋８％）し、被害額は約22億9,401万円で、前年と比
較して約７億2,179万円増加している。
　ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の認知件数は242件で、前年と比較して30件増加（＋14.2％）し、被害額は約23億
8,789万円で、前年と比較して約７億4,584万円増加している。
　このうち、ＳＮＳ型投資詐欺の認知件数は111件で、前年と比較して29件増加（＋35.4％）し、被害額は約11億
3,976万円で、前年と比較して約４億5,725万円増加、ＳＮＳ型ロマンス詐欺の認知件数は131件で、前年と比較し
て１件増加（＋0.8％）し、被害額は約12億4,814万円で、前年と比較して約２億8,858万円増加している。
　県警察では、特殊詐欺電話撃退装置の貸出し、特殊詐欺電話撃退装置等購入費補助金交付事業などの固定電話対
策、金融機関やコンビニエンスストアと連携した水際対策、犯人から電話を受けないための国際電話利用契約休止
手続きの広報を実施しているほか、宮城県警察ホームページ、みやぎセキュリティメール、Ｘ（旧Twitter）やイ
ンスタグラム等の各種広報媒体を活用した幅広い年齢層に対する注意喚起等、特殊詐欺等の被害防止に向けた取組
を推進している。

《 目標 》 10,000件以下 ⇒ 《 結果 》

　※　刑法犯：道路上の交通事故に係る罪を除いた「刑法」等に規定する罪をいう。

　※　認知件数：警察において発生を認知した事件の数をいう。

１ 刑法犯認知件数の抑止

２ 交通事故死者数の抑止

基本目標の取組状況（ 12月末累計・暫定値 ）
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図２ 交通事故死者数の推移
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図１ 刑法犯認知件数の推移


